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社会福祉援助技術としての葬儀
――ターミナル・グリーフケアの狭間に――














































































































に過ぎないという (Miyashita et al., 2008)。
他方，わが国は，総人口に占める老年人口の割合が 23.1%へ達し，超高齢・多死社会に直
面している。その中で，2010 年中の死亡者は前年比 4万 2千人増えて，118万 7千人余りを数
えた (総務省統計局，2011)。この 5年間で約 11万人増加し，2040 年には 166万人へ達する
(国立社会保障・人口問題研究所：出生中位・死亡中位推計) とされ，その大半を 75 歳以上の
(後期) 高齢者が占めている。つまり，死を担癌患者の視点のみから捉えるのは片手落ちなの
である。
加えて，直近の 10 年間で見ると，わが国の死亡者の 80%ほどが病院で亡くなる状態が続い
ている。これは他国に比し，やや高いイギリスで 58%，低いオランダに至っては 34%に過ぎ





(1986) は以下をあげる。すなわち，1) 人間は生活を営む主体者である，2) 終末期の高齢者
を全人的に捉えるためには医師，看護師のみでは困難である。医療者と患者の関係は疾患を中
心に展開する傾向にある。また，業務量の多さも専門分化につながり，医師や看護師のみでは
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